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審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
 本論文は５章からなり、第１章は序論、第２章は動力学行列、非平衡グリーン関数法を用いた熱伝
導度の理論、第３章は擬一次元物質に対する熱伝導解析、第４章はバルク、界面における熱伝導特性
とフォノン間散乱について、第５章は結論である。 
 近年の微細加工技術の進展により、ナノ構造の熱伝導、熱電特性の設計が重要となっている。本論文
は熱伝導特性を原子レベルから解析する理論シミュレーションプログラムを開発し、シリコンナノワイヤー、
カーボンナノチューブ、半導体金属界面、非調和効果についての研究に応用したものである。 
 ２章での計算プログラムの理論的方法論の詳細な説明の後、３章にてその応用研究としてシリコンナ
ノワイヤー、カーボンナノチューブにおける熱伝導度の温度、直径、欠陥、カイラリティー依存性、
量子化熱伝導度とオーミックな熱伝導度の遷移について詳細な解析が成されている。また、モデル計
算による統一的な解釈を行い、熱伝導特性の原子レベルからの解明を行っている。また、カーボンナ
ノチューブのフォノニックバンドについて解析し、バンドギャップ生成条件のカイラリティーを解明
した。さらに、４章で、結晶および界面系の熱伝導特性を原子レベルから解析し、界面での散乱効果
と結晶内での非調和効果を明らかにした。ここで開発された計算法は今後の熱伝導研究にとって非常
に有用であるとともに、応用計算から得られた知見は物理の観点からも興味深いとともにナノサイエンス、
ナノテクノロジー研究に大きく貢献する成果として評価される。 
 
 
〔最終試験結果〕 
 平成２６年２月１４日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
